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ス
ー
パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
あ
っ
て
も
、
目
の
前
に
あ
る
端
末
は
普
通
の
パ
ソ
コ
ン
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
全
て
の
情
報
が
デ
ス
ク
上

の
パ
ソ
コ
ン
を
経
由
し
て
や
り
取
り
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
普
通
に
な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。こ
の
変
化
は
そ
の
後
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
利
用
形
態
だ
け
で
は
な
く
、
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
サ
ー
ビ
ス
、
学
生
向
け
サ
ー
ビ
ス
、
更
に
は
研
究
の
ス
タ
イ
ル

ま
で
変
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

第
三
章

入
学
試
験
制
度

第
一
節

一
九
七
八
年
ま
で
の
北
海
道
大
学
の
入
学
試
験

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
教
育
制
度
が
新
し
く
変
え
ら
れ
る
中
、
一
九
四
九
年
か
ら
新
制
大
学
入
学
試
験
が
北
海
道
大

学
で
も
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
入
学
試
験
科
目
は
五
教
科
と
し
、
当
初
募
集
枠
は
文
科
、
理
科
、
水
産
科
の
三
単
位
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
募
集
枠
の
名
称
は
五
〇
年
か
ら
文
類
、
理
類
、
水
産
学
部
に
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
五
五
年
度
か
ら
文
類
、
理
類
（
甲
、
乙
）、

水
産
類
と
さ
れ
た
。
五
七
年
か
ら
理
類
乙
が
医
学
進
学
課
程
（
以
下
、
医
進
と
略
）
に
名
称
が
変
更
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
間
、
交
通

事
情
も
勘
案
し
て
五
一
年
か
ら
六
五
年
ま
で
は
東
京
に
も
試
験
場
を
置
き
、
札
幌
、
函
館
、
と
三
試
験
地
を
擁
し
て
い
た
。

一
九
六
〇
年
代
に
入
る
と
所
謂
ベ
ビ
ー
・
ブ
ー
ム
世
代
の
登
場
と
、
進
学
率
の
上
昇
に
呼
応
し
て
募
集
人
員
（
入
学
定
員
）
が
急
増

す
る
。
六
一
年
の
「
北
海
道
大
学
入
学
志
願
者
心
得
」（「
募
集
要
項
」
の
前
身
）
に
よ
る
と
、
文
類
二
七
〇
名
、
理
類
八
一
〇
名
、
水

産
一
九
〇
名
、
医
進
八
〇
名
の
総
計
一
三
五
〇
名
だ
っ
た
も
の
が
、
六
八
年
に
は
文
類
五
〇
〇
名
、
理
類
一
二
一
〇
名
、
水
産
二
一
五
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名
、
医
進
一
〇
〇
名
と
な
り
、
加
え
て
こ
の
年
か
ら
定
員
四
〇
名
の
歯
学
進
学
課
程
（
以
下
、
歯
進
と
略
）
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら

北
海
道
大
学
は
入
学
定
員
二
〇
六
五
名
の
大
規
模
大
学
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
授
業
料
も
八
〇
〇
〇
円
か
ら
一
万
二
〇
〇
〇
円
、
一
万

八
〇
〇
〇
円
と
こ
の
間
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。

入
学
試
験
は
五
教
科
七
科
目
で
あ
っ
た
が
、
理
科
と
社
会
は
試
験
場
で
二
科
目
が
選
択
で
き
る
こ
と
（
後
に
は
四
科
目
一
五
題
中
か

ら
六
題
な
い
し
三
題
を
選
択
）、
外
国
語
は
一
九
六
八
年
か
ら
七
五
年
ま
で
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
加
え
て
ロ
シ
ア
語
が

含
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
北
海
道
大
学
の
特
色
が
表
れ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

一
九
七
二
年
に
は
古
風
な
「
北
海
道
大
学
入
学
志
願
者
心
得
」
が
「
北
海
道
大
学
学
生
募
集
要
項
」
へ
と
名
称
が
変
更
に
な
り
、
翌

七
三
年
に
は
横
書
き
の
小
冊
子
に
形
式
が
変
わ
っ
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
内
容
も
年
々
学
生
に
親
身
な
も
の
に
な
っ
て
い
っ
た
。
例
え

ば
七
四
年
版
を
見
る
と
、
通
常
の
「
募
集
要
項
」
と
詳
し
く
な
っ
た
「
大
学
案
内
」
に
加
え
て
「
学
生
生
活
に
つ
い
て
」
と
い
う
章
が

あ
り
、
授
業
料
と
奨
学
金
の
説
明
の
ほ
か
に
ア
ル
バ
イ
ト
、
下
宿
の
相
場
ま
で
含
ん
で
い
た
。

第
二
節

共
通
第
一
次
学
力
試
験
の
実
施

一
九
七
八
年
五
月
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
、
新
た
な
全
国
共
通
の
「
共
通
第
一
次
学
力
試
験
」
実
施
の
準
備
と
北
海
道
大
学
独

自
の
第
二
次
試
験
の
準
備
と
い
う
二
段
構
え
の
体
制
が
作
ら
れ
た
。
十
月
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
作
成
さ
れ
た
「
学
生
募
集
要
項
」

に
よ
れ
ば
、
七
九
年
度
は
従
来
の
文
類
、
理
類
、
水
産
類
、
医
進
、
歯
進
の
五
単
位
に
よ
る
募
集
か
ら
、
七
系
（
文
Ⅰ
系
、
文
Ⅱ
系
、

文
Ⅲ
系
、
理
Ⅰ
系
、
理
Ⅱ
系
、
理
Ⅲ
系
、
水
産
系
）
二
課
程
（
医
進
、
歯
進
）
で
募
集
す
る
形
へ
大
幅
に
変
わ
っ
た
。
募
集
人
員
は
合

計
二
一
九
五
名
で
あ
り
、
第
二
次
試
験
に
際
し
て
は
受
験
志
願
者
を
募
集
人
員
の
三
倍
に
絞
る
「
第
一
段
階
選
抜
」（
い
わ
ゆ
る
「
足

切
り
」）
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
た
。
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北
海
道
大
学
独
自
の
第
二
次
試
験
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
理
類
・
水
産
類
の

み
に
認
め
ら
れ
た
函
館
試
験
場
も
廃
止
さ
れ
、
札
幌
の
北
海
道
大
学
構
内
に
設
置

し
た
七
試
験
場
の
み
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
七
九
年
一
月
、
初
め
て
の
共
通
第
一
次
学
力
試
験
が
北
海
道
大
学
等
で
実

施
さ
れ
た
。
北
海
道
大
学
内
の
七
試
験
場
（
収
容
者
数
六
四
三
八
名
）
で
の
受
験

者
総
数
は
六
二
二
八
名
を
数
え
た
。
翌
月
、
入
学
者
選
抜
委
員
会
は
文
Ⅰ
系
、
文

Ⅱ
系
、
文
Ⅲ
系
及
び
歯
進
に
つ
い
て
予
告
通
り
第
一
段
階
選
抜
を
行
っ
た
。
三
月

四
日
、
第
二
次
試
験
が
実
施
さ
れ
、
三
月
十
六
日
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
合
格

者
を
決
定
し
て
、
翌
日
合
格
者
名
を
発
表
し
た
。
新
制
度
の
下
で
の
試
験
実
施
体

制
は
組
織
図
（
図
２－

１
）
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

初
の
共
通
第
一
次
学
力
試
験
経
験
を
踏
ま
え
た
一
九
七
九
年
六
月
の
入
学
者
選

抜
委
員
会
で
は
、
従
来
二
五
名
だ
っ
た
委
員
を
三
〇
名
に
増
や
し
て
組
織
体
制
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、
全
国
的
に
不
評
だ
っ
た
第
二
次
試
験
志
願
者
に
対
す
る
第

一
段
階
選
抜
の
倍
率
三
倍
を
、
以
後
弾
力
的
に
運
用
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
、
十
月
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
、
入
学
者
選
抜
制
度
調
査
委
員
会（
以

下
、
制
度
調
査
委
員
会
と
略
）
の
答
申
を
基
礎
に
「
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
に
対

す
る
選
抜
に
つ
い
て
の
取
り
扱
い
」
を
定
め
て
い
る
。

一
九
八
〇
年
一
月
、
二
度
目
の
共
通
第
一
次
学
力
試
験
が
行
わ
れ
た
。
第
二
次

試
験
志
願
者
五
七
八
四
名
に
お
い
て
三
つ
の
系
で
募
集
人
員
の
三
倍
を
上
ま
わ
っ

入学者選抜委員会――――第二次入学試験実施委員会

↓

総務部会

出題部会

採点部会

試験場部会

健康診断・救急医療部会

連絡部会

入学者選抜制度調査委員会

図２－１ 第二次試験実施体制
（１９７８年５月入学者選抜委員会資料）
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た
が
、
論
文
試
験
な
ど
採
点
に
時
間
を
要
す
る
文
Ⅰ
系
及
び
文
Ⅲ
系
の
み
、
二
月
下
旬
に
第
一
段
階
選
抜
を
行
い
、
倍
率
を
文
Ⅰ
系
三
・

四
倍
、
文
Ⅲ
系
三
・
一
倍
と
し
た
。
こ
の
年
の
第
二
次
試
験
で
は
、
初
め
て
障
害
者
九
名
が
受
験
し
、
四
名
が
合
格
し
た
。
ま
た
、
特

別
入
学
者
と
し
て
中
国
政
府
派
遣
学
部
留
学
生
四
名
が
入
学
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

一
九
八
一
年
度
に
向
け
て
、
八
〇
年
十
月
、
第
一
次
、
第
二
次
試
験
実
施
要
項
と
学
生
募
集
要
項
を
定
め
、
権
限
と
責
任
の
明
確
化

を
図
っ
た
。
八
一
年
度
入
学
試
験
は
、
第
一
段
階
選
抜
後
の
第
二
次
試
験
志
願
者
五
二
四
九
名
、
最
終
合
格
者
二
二
七
五
名
で
あ
っ
た
。

八
二
年
度
か
ら
は
、
理
系
内
で
環
境
科
学
研
究
科
へ
の
定
員
移
動
を
入
学
定
員
は
変
え
ず
に
移
行
時
に
対
応
す
る
形
が
採
用
さ
れ
た
。

ま
た
、
十
二
月
配
布
の
「
学
生
募
集
要
項
」
に
の
せ
る
大
学
案
内
、
学
部
概
要
の
根
本
的
な
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。
八
二
年
度
入

学
試
験
で
は
、
特
別
入
学
者
と
し
て
五
名
が
合
格
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
中
国
か
ら
の
留
学
生
で
あ
っ
た
。

一
九
八
二
年
十
月
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
「
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
の
入
学
選
抜
に
関
す
る
取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
入
学
後
の

進
路
変
更
指
導
も
含
め
で
き
る
だ
け
受
け
入
れ
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
八
三
年
三
月
の
第
二
次
試
験
に
適
用
さ
れ
た
。
ま

た
、
八
二
年
度
い
っ
ぱ
い
に
か
け
て
八
五
年
以
降
の
入
学
試
験
の
あ
り
方
を
検
討
し
た
結
果
、
基
本
的
変
更
は
行
わ
ず
八
五
年
以
降
も

現
在
の
方
法
を
継
続
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

一
九
八
四
年
度
以
降
に
向
け
、
系
・
課
程
別
募
集
人
員
と
学
部
移
行
予
定
人
員
に
つ
き
教
養
部
審
議
会
の
検
討
を
経
て
、
文
Ⅰ
系
及

び
理
Ⅰ
系
の
増
員
と
移
行
方
法
の
多
様
化
が
決
定
さ
れ
た
。
八
四
年
度
は
第
二
次
試
験
希
望
者
六
〇
〇
九
名
に
対
し
、
論
文
試
験
を
課

す
文
Ⅲ
系
で
第
一
段
階
選
抜
を
実
施
し
た
。
選
抜
後
、
志
願
者
は
五
九
五
五
名
に
絞
ら
れ
、
最
終
合
格
者
は
二
二
八
〇
名
で
あ
っ
た
。

第
三
節

分
離
・
分
割
方
式
の
導
入
に
む
け
て

一
九
九
〇
年
代
前
半
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
受
験
年
齢
人
口
の
増
加
に
備
え
、
八
六
年
か
ら
募
集
人
員
の
期
間
制
限
付
き
増
員
（
臨
時
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増
募
）
を
継
続
的
に
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
共
通
第
一
次
学
力
試
験
の
受
験
者
数
も
増
加
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
た
め
、

試
験
実
施
の
一
部
を
引
き
受
け
る
協
力
大
学
と
し
て
札
幌
医
科
大
学
が
北
海
道
大
学
と
協
定
を
結
ん
だ
。
臨
時
増
募
が
開
始
さ
れ
た
八

六
年
度
の
募
集
人
員
は
そ
れ
ま
で
の
二
一
九
五
名
か
ら
二
三
六
六
名
へ
、
一
七
一
名
の
増
員
と
な
っ
た
。
八
五
年
十
月
及
び
八
六
年
二

月
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
で
は
、
八
七
年
度
以
降
の
第
二
次
試
験
の
科
目
、
配
点
及
び
試
験
時
間
、「
帰
国
子
女
特
別
選
抜
実
施
要
項
」

の
試
験
科
目
及
び
評
価
基
準
を
新
た
に
定
め
た
。

こ
の
間
、
新
制
度
の
見
直
し
を
検
討
し
て
い
た
国
立
大
学
協
会
は
、
一
九
八
七
年
度
か
ら
受
験
機
会
の
複
数
化
を
可
能
に
す
る
制
度

と
し
て
Ａ
日
程
か
Ｂ
日
程
か
の
ど
ち
ら
か
に
一
回
試
験
を
実
施
す
る
「
連
続
方
式
」
の
導
入
を
決
定
し
た
。
北
海
道
大
学
は
連
続
方
式

Ｂ
日
程
を
採
用
す
る
こ
と
に
決
め
た
。
ま
た
、
共
通
第
一
次
学
力
試
験
の
受
験
科
目
に
つ
い
て
も
従
来
の
五
教
科
七
科
目
か
ら
五
教
科

五
科
目
以
下
に
減
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
北
海
道
大
学
は
五
教
科
五
科
目
を
課
す
こ
と
と
し
た
。

一
九
八
七
年
度
入
学
試
験
に
向
け
、
第
一
段
階
選
抜
の
倍
率
を
原
則
三
倍
か
ら
三
・
五
倍
に
修
正
し
た
。
さ
ら
に「
学
生
選
抜
要
綱
」

を
七
月
上
旬
に
発
表
す
る
「
学
生
選
抜
要
綱
の
大
綱
」
と
十
一
月
に
出
さ
れ
る
「
細
目
」
に
分
け
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。「
細
目
」

に
は
情
報
工
学
科
（
定
員
四
〇
名
）
の
新
設
と
、
い
く
つ
か
の
系
に
よ
る
第
二
次
試
験
の
科
目
及
び
配
点
の
変
更
が
新
た
に
盛
ら
れ
た
。

八
七
年
度
募
集
人
員
は
二
四
〇
七
名
と
な
っ
た
。
実
際
の
入
学
試
験
に
当
た
っ
て
は
第
二
次
試
験
志
願
者
九
五
八
三
名
に
対
し
八
六
八

五
名
（
三
・
六
倍
）
を
受
験
者
と
し
て
認
め
た
。
こ
の
年
帰
国
子
女
特
別
選
抜
が
実
施
さ
れ
、
文
Ⅱ
系
に
一
名
の
初
合
格
者
が
出
た
。

一
九
八
八
年
度
入
学
試
験
の
準
備
過
程
で
は
、
理
学
部
高
分
子
学
科
の
系
列
募
集
の
変
更
（
理
Ⅱ
系
か
ら
の
枠
を
増
や
す
）、
入
学

試
験
業
務
の
増
加
と
複
雑
化
に
対
応
す
る
た
め
入
学
試
験
実
施
委
員
会
総
務
部
会
を
増
員
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
不
満

の
多
か
っ
た
第
二
次
試
験
出
願
期
限
が
第
一
次
試
験
終
了
後
と
な
り
（
八
七
年
六
月
）、
第
一
段
階
選
抜
の
倍
率
を
三
・
五
倍
か
ら
四

倍
に
引
き
上
げ
る
こ
と
（
そ
の
場
合
、
会
場
を
学
外
に
も
設
置
す
る
）
も
決
め
ら
れ
た
（
同
年
十
月
）。
ま
た
、
志
願
者
へ
の
情
報
提

供
を
改
善
す
べ
く
工
夫
が
な
さ
れ
た
。
八
八
年
に
は
国
立
大
学
協
会
の
手
で
行
わ
れ
た
入
試
制
度
改
革
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
に
対
し
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て
、
北
海
道
大
学
は
入
試
制
度
を
変
更
す
べ
き
積
極
的
理
由
を
認
め
ず
、
従
来
通
り
連
続
方
式
Ｂ
日
程
を
継
続
す
る
こ
と
、
最
終
決
定

は
他
大
学
の
動
向
も
見
て
行
う
こ
と
と
し
た
。

一
九
八
九
年
度
入
学
試
験
に
向
け
、
国
立
大
学
協
会
は
従
来
の
Ａ
／
Ｂ
日
程
連
続
方
式
に
加
え
、
前
期
・
後
期
に
定
員
を
分
け
て
二

回
試
験
を
実
施
す
る
「
分
離
・
分
割
方
式
」
の
導
入
を
決
定
し
た
。
こ
れ
に
対
し
八
八
年
四
月
、
北
海
道
大
学
は
八
九
年
度
に
つ
い
て

は
連
続
方
式
Ｂ
日
程
を
維
持
す
る
旨
回
答
し
た
。
し
か
し
、
分
離
・
分
割
方
式
を
採
用
す
る
大
学
が
出
て
く
れ
ば
、
入
学
試
験
日
時
や

合
格
発
表
日
な
ど
に
特
別
の
配
慮
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
し
、
北
海
道
大
学
と
し
て
も
分
離
・
分
割
方
式
に
ど
う
対
処
す
る

か
も
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
で
て
き
た
の
で
、
こ
れ
ら
の
調
査
検
討
を
制
度
調
査
委
員
会
に
託
し
た
。
八
八
年
十
月
に
は
制
度
調
査

委
員
会
内
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
作
成
し
た
分
離
・
分
割
方
式
を
想
定
し
た
モ
デ
ル
案
の
検
討
に
入
っ
た
。
し
か
し
、
す
ぐ
に
は

ま
と
ま
ら
ず
、
国
立
大
学
長
会
議
や
国
立
大
学
協
会
入
試
問
題
連
絡
会
の
議
論
も
参
考
に
二
度
の
入
学
者
選
抜
委
員
会
を
経
て
、
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
モ
デ
ル
案
を
「
零
次
案
」
と
し
、
北
海
道
大
学
も
分
離
・
分
割
方
式
を
採
用
す
る
こ
と
、
た
だ
し
三
年
後
に
は
追

跡
調
査
に
基
づ
い
て
見
直
し
を
検
討
す
る
こ
と
、
及
び
そ
の
間
の
入
学
定
員
比
率
は
前
期
・
後
期
で
九：

一
な
い
し
八：

二
を
動
か
さ

ぬ
こ
と
、
流
動
的
要
素
も
あ
る
の
で
最
終
決
定
は
学
長
に
一
任
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。
そ
う
し
て
、
八
八
年
十
一
月
の
評
議
会
で

分
離
・
分
割
方
式
の
採
用
が
正
式
に
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
〇
年
度
か
ら
実
施
予
定
の
新
テ
ス
ト
（
後
に
「
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
」
と
名
付
け
ら
れ
る
）
も
八
八
年
七
月
、
制
度
調

査
委
員
会
の
検
討
結
果
を
踏
ま
え
、
五
教
科
に
つ
き
新
テ
ス
ト
を
課
し
て
選
抜
の
資
料
と
す
る
こ
と
、
配
点
比
は
従
来
の
共
通
第
一
次

学
力
試
験
／
第
二
次
試
験
の
比
率
を
踏
襲
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

全
国
的
に
は
九
大
学
四
四
学
部
で
分
離
・
分
割
方
式
が
採
用
さ
れ
る
中
、
北
海
道
大
学
で
は
従
来
の
連
続
方
式
に
よ
る
最
後
の
試
験

が
一
九
八
九
年
二
〜
三
月
に
行
わ
れ
た
。
共
通
第
一
次
学
力
試
験
後
、
第
二
次
試
験
へ
の
出
願
は
九
〇
五
二
名
で
募
集
人
員
の
三
・
八

倍
以
内
だ
っ
た
た
め
、
志
願
者
全
員
が
第
二
次
試
験
を
受
験
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
特
設
掲
示
板
へ
の
掲
示
を
一
日
早
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め
、
記
者
ク
ラ
ブ
へ
即
座
に
連
絡
し
、
受
験
者
の
便
宜
を
考
慮
し
た
。
ま
た
、
第
二
次
試
験
で
は
身
体
障
害
者
向
け
の
特
別
措
置
と
し

て
入
試
問
題
の
拡
大
文
字
版
を
作
成
す
る
な
ど
の
工
夫
が
な
さ
れ
、
合
格
者
数
も
分
離
・
分
割
方
式
の
影
響
を
慎
重
に
配
慮
し
て
決
定

さ
れ
た
。
八
九
年
度
第
二
次
試
験
合
格
者
二
六
九
九
名
は
、
現
役
生
一
一
一
四
名
（
男
子
八
六
一
名
、
女
子
二
五
三
名
）、
浪
人
生
一

五
八
〇
名
（
男
子
一
三
五
四
名
、
女
子
二
二
六
名
）、
大
学
入
学
資
格
検
定
合
格
者
五
名
（
男
子
五
名
）
で
あ
っ
た
。

第
四
章

教
養
部
改
革

教
養
部
の
前
史
は
一
九
四
九
年
八
月
一
日
に
発
足
し
た
「
教
養
学
科
」
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
は
翌
五
〇
年
四
月
十
二
日
に
「
一
般
教

養
科
」
と
改
称
さ
れ
た
。
つ
い
で
そ
れ
は
翌
五
一
年
四
月
一
日
に
「
一
般
教
養
部
」
と
改
称
さ
れ
、
五
七
年
七
月
十
七
日
に
は
「
教
養

部
」
と
改
称
さ
れ
た
。
新
制
大
学
の
一
般
教
養
課
程
の
教
育
組
織
で
あ
る
教
養
部
は
教
養
学
科
の
発
足
以
来
、
改
革
を
繰
り
返
し
て
き

た
。
そ
し
て
九
五
年
三
月
三
十
一
日
を
以
て
、
教
養
部
は
廃
止
さ
れ
た
。
四
六
年
余
り
に
及
ぶ
教
養
部
の
歩
み
は
つ
ね
に
改
革
の
連
続

で
あ
っ
た
。

教
養
部
の
一
九
七
八
年
ま
で
の
歴
史
は
『
北
海
道
大
学
教
養
部
三
十
年
史
』（
以
下
、『
三
十
年
史
』
と
略
）
に
、
ま
た
そ
の
概
略
が

『
北
大
百
年
史
』
部
局
史
（
以
下
、『
百
年
史
』
と
略
）
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
章
で
は
七
〇
年
代
末
か
ら
始
め
て
、

九
一
年
の
迫
り
来
る
一
般
教
育
の
見
直
し
ま
で
を
取
り
上
げ
る
。
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